












 
 

４ 審議結果 

 
評価は研究評価実施要綱第１０条から第１２条第１項までの規定に基づき行った。 

なお、評価コメントは完了課題については今後の課題として残る事項を中心に記載、継続課題に

ついては今後の発展に向けての留意事項を、新規課題については効率的な推進に向けての注意すべ

き事項を委員間で共通指摘したものを記載した。 
 

① 企業等との共同研究（戦略的研究） 

【継続】天然材料と高分子複合材化の実用化技術の開発(R7-8) 

総合評点： ３．８ 

評価コメント 

・MFCの利用化に成功し、CNF/MFCと無機フィラーを組み合わせた複合でPPやシリコーンゴム

との複合化により衝撃・引き裂き等の強度向上が確認されたことは評価できる。独自技術と

企業連携の視点があるため、実用化を視野に入れた研究になっている。 

・無機フィラーがCNF上で保持して機能しているか、MFC化で挙動がどう変わるかの実証が今

後必要。ボイド発生（吸着水由来）が品質・量産性にネガティブ影響を与える可能性、用途

別コスト目標・競合材許容コスト、成形性や工程複雑化の影響評価が不足している。 

・SEM/TEM/EDS/FTIR等でフィラー状態を解明し、比率を細分した力学試験で因果関係を特定す

ることが重要。乾燥・脱気工程や界面制御でボイド低減を図り、用途別コスト目標とスケー

ルアップ時の工程最適化（成形性評価含む）を示すことで実用化・事業化に繋がる可能性が

ある。リサイクル性評価や不織布選定指針、展開テーマの優先順位付けも有効。 

 

② 企業等との共同研究（実用化研究） 

【継続】実用化の進んでいる革新的なドリルの切削特性 ドリル刃形状による耐びびり振動特性

と深穴加工特性の向上－(R5-8) 
総合評点： ４．３ 

評価コメント 

・自己ポンピング機能を持つ新型ドリルの開発に成功し、穴位置精度や穴曲がり抑制の原理・

周辺挙動まで深く検討されている。切りくず排出性や切削安定性について実加工データによ

る裏付けがあり、一般作業環境で使用可能な点は市場投入上の大きな強みになる。産学官連

携で企業ニーズを反映した研究体制も評価できる。 

・切削油の突沸とキャビテーションの定義・区別を明確にし、自己ポンピングによる穴品質向

上が冷却効果か切りくず排出か両者かを整理することで独自性を明確にする必要がある。コ

ストが2–3割高い点、ドリル振動（ビビリ）解析や量産時の工程・材料選定（超硬材・コー

ティング等）検討も課題。 

・加工メカニズムの精緻化、冷却性能と排出性の定量比較実験、突沸／キャビテーションの検

証実験、振動解析の深化により独自性と説得力が向上する。想定置換対象（高性能／汎用ド

リル）の明確化とコスト低減策（材料・コーティング最適化、量産設計）で実用化と市場受

容が加速すると考える。 

 



 
 

 

③  企業等との共同研究（実用化研究） 
【継続】未来型空調用熱交換器フィン材（アルミニウム素材）の研究開発(R7-8) 
総合評点： ３．８ 

評価コメント 

・県内企業の課題対応や組織評価で問題点を明確化しており、水平ロール式連続鋳造による極

薄板アルミの加工性改善に向け結晶組織や析出物分布の解析を進められている。問題点（結

晶粒・混粒・結晶方位）および加工性指標を特定し、工程内条件調整で改善を図る方針は現

実的で量産までを視野に入れている点で評価できる。 

・工程改善が水平ロール式のコスト優位性を損なわないか懸念。極薄板特有か薄板一般にも発

生するかの範囲確認、熱間圧延（スラブ工程）で得られる効果の有無・代替工程の検討、残

留ひずみと加工性の因果整理、加工側（刃形・下穴径・コーティング等）の検証が必要。 

・組織ー物性ー加工性の因果関係を整理し、熱間圧延の代替性や残留応力低減手法を明示すれ

ば改善方策が具体化する。生産性・コストを踏まえたマトリクス比較（スラブ鋳造材との優

位性評価）、加工条件・工具側の最適化検討で実用化と量産展開が加速すると期待される。 

 
 

④  センター単独研究（先駆的研究） 
【継続】動力伝達部品の疲労強度向上を目指したレーザ照射による浸炭焼入れ硬化層の改質技術

の開発（R6-8） 
総合評点： ３．５ 

評価コメント 

・ガス浸炭焼入れ材の表面をレーザー照射で改質する新たな試みに挑戦しており、照射条件や

粒界酸化層の改質に関する知見が蓄積されつつある。残留応力発生機序の解明や関連論文寄

稿など学術的な取り組みも行われており評価できる。 

・計画遅延の影響を受け進捗が停滞している状況で、照射による溶融や引張残留応力の発生が

あり最適条件の確立が課題。加工硬化や発熱・応力の因果整理、照射軌跡（走査パターン）

の設計手順・根拠、酸化物の生成・分解と雰囲気・温度の対応付け、冷却速度の制御・測定

手法の明確化が求められる。 

・走査パターン設計、温度・残留応力測定、酸化物・表面組成分析を組み合わせて因果関係を

解明すれば、改質メカニズムと最適条件が確立できる。先行研究との位置づけを明確にし、

機能試験（表層残留応力、強度、疲労）や多素材適用性検証を進めれば、学術的意義と実用

化の可能性が高まると考える。 

 

３点未満理由 

・研究機材やパラメータを絞られた経緯から、今後も発展性がやや弱いか、と感じた。 

 

⑤  企業等との共同研究（実用化研究） 
【新規】木毛を原材料とした木質ボードの開発（R8） 
総合評点： ３．９ 

評価コメント 

・県内企業と連携した木毛＋透明接着剤による新成形品開発は市場ニーズに即しており、ヘゴ

板代替や植物着生ボードの開発など具体的要望を満たしており実用化が近い。産技センター

が関連技術を保有し、量産課題の抽出・解決を迅速に進めている点も評価できる。木毛の乾

燥・含水率管理など技術的要点も明確になっている。 

・接着剤（特に透明接着剤）の耐候性・変色・長期接着強度評価や、木毛のサイズ・密度最適

化、ヘゴ板代替としての優位性・コスト比較（ユーザー説得資料）により実用性の根拠が明

確になる。リサイクル性・SDGs観点の裏付け、量産時の工程最適化（接着工程含む）も検討

が必要。 

・耐候・経年試験、接着剤種の比較、木毛仕様最適化、コスト・競合材の比較マトリクス作成、

量産プロセスの検証で実用化が加速すると考える。 



 
 

⑥ センター単独研究（実用化促進研究） 

【新規】プラスチックPCR材の用途拡大に向けた新規複合材料の開発（R8-9） 

総合評点： ３．９ 

評価コメント 

・PCR材の自動車用途への適用を目指す研究は社会的意義が高く、ATR法導入による分析時の生

産性向上や添加量・機械特性指標の明確化など観点が整理されている。先行知見を活用し産

業ニーズを踏まえた計画性も評価される。 

・供給のばらつき・品質安定化、混合比率や成分の変動が性能に与える影響の定量化が必要。

自動車採用に向けた具体的な評価項目・判定基準、競合（バージン材・他社再生材）との性

能／コスト比較が課題となってくる。   

・想定混合比・ばらつき下での物性・耐久・成形性評価、採用基準の提示、供給保証や品質管

理手法の確立、コスト・性能比較を示すことで自動車部品採用の実現性が高まる。協力企業

の知見を得ながら、社会実装の検討も含めることで展開が加速すると考える。 

 
 
 
 










